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を目指し、京都府、八幡市、関西大学、UR都市機構が連携して取組んでいこう！ 

平成23年  9月 関西大学団地再編プロジェクト（文部科学省戦略的研究基盤形成支援事業）開始 

平成24年04月 八幡市・京都府・関西大で戦略会議を開催      ⇒ 調査・検討・提案 

平成25年04月 UR都市機構が加わり連携協議会を開催      ⇒ 調査・検討・提案 

平成25年10月 男山地域まちづくり連携協定の締結（無期限）⇒ 調査・検討・提案・実践・検証 ⇒ 

平成28年 3月 文科省補助事業終了 

平成26年11月 － 平成27年11月 － 平成28年11月 － 平成29年10月 第４回年次報告会 

 

男山地域まちづくり連携協定の締結 
地域とともに元気な暮らしができる、住みたい、住み続けたい男山 
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(1) 次世代を育むまちづくりとして、子どもが豊かに育つため
に、地域で子育てを支えあい、  
ともに育ちあう、分かちあう環境づくりの導入・確立 
  
(2) 多世代が根を張るまちづくりとして、 高齢者が住み慣れ
た地域で住み続けられることを目指した  
「地域包括ケア」 の確立 
  
(3) 地域に活力を呼び戻すまちづくりとして、地域及び団地
が連携した新しい機能及び活動の導入・確立 
  
(4) 住民が主役となるまちづくりとして、地域の多様な活動
主体の育成及び活動ステージの確保 

男山地域まちづくり連携協定の目的 

3 



平成26年3月 男山地域再生基本計画の策定 

地域とともに元気な暮らしができる、 
住みたい、住み続けたい男山 

男山の将来目標 

リーフレットよーいどん写真 
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平成26年3月 男山地域再生基本計画の策定 

「元気の創造」を生み出す７つの基本目標と「きっかけ活動」 

現在、連携・協力事項により、具体的な取り組みである 
様々な「きっかけ活動」が始まり展開している。 5 



子育て支援の取組み 

(1)次世代を育むまちづくりとして、子どもが豊かに育つために、 
地域で子育てを支えあい、ともに育ちあう、分かちあう環境づくり 
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ダンチ de コソダテ in 男山 の概要 

 
     子育て世代に向けた住宅の供給 
     ・リノベーション住宅の供給 
     ・エントランス改修による団地環境整備 
     ・若年層世帯を対象とする家賃負担の軽減 
         
     地域子育て支援施設 
     「おひさまテラス」の開設・運営 
 
 
これら２つの事業を柱として、UR男山団地をきっかけとし
た、まち全体の子育て環境の再編を目指す。 
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学生たちとの協業により、築40年の住宅を改修 

子育て層となる若い世代へ訴求し得るリノベーション住宅を、関西大学設計プランを主軸と

して、ＵＲ男山団地に投入（H26年度より過去3回実施）＜H26～28年度供給実績12プラン、12戸＞ 

【写真】ＵＲにおいても、全洋室化の1ＬＤＫなどの改良プランを供給 

①子育て層に 

    優しい街に 

【写真】 関西大学設計リノベーション住戸の一例 

H26年度「のびやかに暮らす」 

 

H27年度「ひろく暮らす」 H28年度「ロビーラウンジのある住まい」 

 

ダンチ de コソダテ の取組み 
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Before＜2DK＞ 

【コンセプト】 この住戸は窓から南北に 

抜けるのびやかな風景を楽しむことができる。 

風景の中央に設けた大テーブルに生活を集約 

することで、常に窓から見える風景と共にある 

日常を提案。また、畳の空間も設けることで 

ワンルームの中でも選択性のある暮らし方を 

目指した。 

After＜ワンルーム＞ 

ロール 
スクリーン 

設置 

作り付けテーブル 

カラー畳 

作り付け棚新設 

南北に抜ける風景 

ダンチ de コソダテ の取組み 

現在、来年1月の募集に向け、新たな関大リノベーション住戸を工事施工中 

■H29年度プラン例「のびやかな風景と暮らす住まい」 
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ダンチ de コソダテ の取組み 

エントランス改修による団地環境整備 
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住戸内だけでなく、子育て支援施設を中心としたエリアの 

エントランス改修も実施し、共用部の美観・機能向上を推進。 

Ｈ28年度末までに20住棟において実施。 

エントランス改修実施後 改修前のエントランス 



ダンチ de コソダテ の取組み 

若年層世帯を対象とする家賃負担の軽減 
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子育て世帯や予備軍となる若年世帯を対象とする家賃負担支援メニューを 

ＵＲ男山団地に投入。 

割引制度 対象世帯 家賃割引額 

子育て割 子育て世帯（Ｈ28.9月より新婚や

婚約中の方、妊婦の方にも対象拡
大） 

最大9年間
20％割引 

そのママ割 子育て世帯 3年間 
20％割引 

Ｕ35割 35歳以下の世帯の方（Ｈ28.1

より29歳⇒35歳に対象拡大） 

3年間 
20％割引 

近居割ワイ
ド 

ご親族と八幡市内で近居さ
れる子育て世帯等（Ｈ28.2より
割引幅5％⇒20％に拡大） 

最大5年間 
20％割引 

本来
家賃 負担

家賃 

最大20％減額 

制度利用者は 
年々増加傾向に．．． 

＜制度利用者件数の推移＞ 



ダンチ de コソダテ の取組み 

おひさまテラスの開設・運営 

稼働日数      151日  
延べ利用者 2,074名（13.7名/日）※昨年10月～今年9月まで（直近1年間）の実績 

 ※開設以来、必ず誰かが訪れる。 
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子育て世帯をサポートする地域子育て施設を平成26年度より開設。 

昨年同期比59名増！ 

居心地が良くて 
実家に帰ったみたい。 

子育てをするお母さんにとってここの存在は大きい。 

ここに来なければ子供が保育園に行く年齢になるまで 
ママ友たちもできなかったと思います。 

ほかのママたちにも 
ここを知って欲しい。 

利用者目線で運営されているため 
安心でき、ほっとする時間が生まれた。 

＜利用者ママの声＞ 



ダンチ de コソダテ の取組み 

おひさまテラスでの活動 

たくさんの利用者で毎日賑やか。 ハロウィン。手作りのかぼちゃでお出迎え 
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夏はプールで水遊び。 

ママ友の輪が広がるピラティス教室。 ママと一緒にみんなでクッキング。 大型絵本の読み聞かせ。 



ダンチ de コソダテ の取組み 

ＵＲ男山団地における入居者像について 
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ハード、ソフトの両面における取り組みの相乗効果により、 

男山団地における新規入居者の平均年齢は、右肩下がりを実現。 

【参考】 

UR定期調査等による世帯主平均年齢の推移（全国） 

ＵＲ男山団地世帯主平均年齢の推移（入居者過去5年） 

連携協定締結 
だんだんテラス開設 

おひさまテラス開設 
子育てリノベーション供給開始 

男山団地H28実績 

 44.8才 

（全国平均比▲4才） 

(注）全国平均は平27UR定期調査による 



地域包括ケアの確立 

(2)多世代が根を張るまちづくりとして、 高齢者が住み慣れた地域で 
住み続けられることを目指した 「地域包括ケア」 の確立 
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八幡市地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴ 
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地域密着型特別養護老人ホーム 定員 ２９名 

    高齢者あんしんサポートハウス 定員 ２０名 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

多目的ホール 

    ＵＲ男山団地内において 

平成27年11月1日 地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴ 開設 
 
 



地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴの役割① 

 多様な高齢者のニーズに対応できる施設 

・地域での生活を２４時間体制で支援（定期巡回・随時対応型訪問介護看護） 

・低所得者向けの高齢者居住施設（あんしんサポートハウス） 

・地域の重度要介護者が生活する施設（地域密着型特別養護老人ホーム） 
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折り紙教室 実習生との交流 



地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴの役割② 

 元気高齢者の参画、地域へのサービス提供の場の確保 

・多目的ホールの活用  
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出前講座、地域の催し等 介護予防への取り組み 毎朝のラジオ体操 



地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴの役割③ 

  地域包括ケア推進拠点 

・医療・介護・予防・住まい・生活支援のサービスを包括的に提供 
 

                地域包括ケア 

19 

住まい 
【自宅・あんしんサポー

トハウス】 

医療 
【かかりつけ医・定期巡
回・随時対応型訪問介

護・看護】 

介護 
【地域密着型特別養護
老人ホームＹＭＢＴ】 

生活支援・介護予防 
【多目的ホール】 

地域包括支援センターやまばと 
居宅介護支援センターやまばと 



健康福祉分野を中心とした 

男山地域再生プロジェクト 
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京都府 絆ネット構築支援事業（㉖～） 
 趣  旨 

 地域の高齢者、障害者、児童などの見守り・生活支援を進める上で、地域の様々な団体に

よる連携した活動を横断的に調整・推進する必要があることから、地域における「絆ネッ

ト」を構築し、地域福祉の再構築を目指す。 

 事業概要 

 各市町村の様々な見守り団体が、絆ネットを推進母体として連携することにより対応できる

ような、新たな見守り活動事業 

 

 

 

  

 

  実 績    １１市町  

 府の支援事項 

・事業経費の一部負担（立ち上げ支援） ・ネットワーク同士の情報交換の場を設置 

・絆ネットコーディネーターの研修   ・地域の座談会への参加    など 

【絆ネット】 個々の取組はありながら横断的なつながりが希薄な中、各団体が地域
の課題について横断的に調整・推進するためのネットワーク 

【絆ネットコーディネーター】 絆ネットにおける地域団体の活動を横断的に調整・
推進する。住民活動の育成・支援・組織化を図り、ネットワーク参画団体・機関
との連絡・調整を担う。 

（㉖～）八幡市、久御山町、精華町、宮津市 
（㉗～）京田辺市、笠置町、京丹後市、与謝野町     
（㉘～）長岡京市、京丹波町 （㉙～）大山崎町 
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絆ネットワークのイメージ 
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○ 住民による見守り・支え合い活動の推進 
   
    男山Ｂ地区見守り隊 
     ⇒手上げ方式の見守り活動・啓発活動 
    男山八望地区福祉座談会 
     ⇒ご近所福祉相談所の開設・ポストの設置  
    男山第４住宅福祉委員会 

     ⇒認知症に関する研修・要配慮者想定の避難訓練 
   ➜地域住民が参加する見守り・支え合い体制 
 
〇 絆ネット地域懇談会の開催 
    地域活動者・地域包括・ＵＲ・警察・公共員・行政による情報 交換会の開催 
     ⇒多方面から福祉課題の共有・連携方法を協議する。 
 
○ 「男山あんしんネットワーク」の構築 
     男山地域の企業・事業所・商店等の参加 

    業務中不審なことがあれば社協へ連絡するシステム 
   
 
 
 

自治会・福祉委員会・民生児童委員・老人会・ 
子ども会・交番連絡員 等 

団地全体のネットワーク構築 

実施主体：八幡市社会福祉協議会 

小地域での取組の構築  → 男山地域全域のネットワークへ 

絆ネットワーク構築支援事業 28年度の実施状況 
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厚生労働省 資料 
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厚生労働省 資料 
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厚生労働省 資料 



地域の高齢者、障害者、児童などの見守り・生活支援
を進める上で、複数機関の連携による支援や公民協
働での支援など、地域の様々な主体による取組を横断
的に調整・推進し地域全体での新たな見守り活動を展
開、地域福祉の再構築を目指す。 

■住民による見守り・支え合い活動の推進 

■男山あんしんネットワークの構築 

■絆ネット地域懇談会の開催 

取組み内容 
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絆ネット事業とは 



地区座談会の開催 

地域課題の共有と協議 

課題解決に向けた取組み 
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住民による見守り・支え合い活動の推進 

男山Ｂ地区見守り隊 
≪取組み内容≫ 

・事前登録の見守り訪問 

・さりげない見守り 

・下校時のパトロール 

・緊急対応など 
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住民による見守り・支え合い活動の推進 

男山八望地区福祉座談会 

≪取組み内容≫ 

・ご近所福祉相談所・ポスト設置 

・地域の学び場づくり【認知症サポーター】（予定） 

・多世代交流の場づくり【おもちゃ病院】（予定） 

 

男山第４住宅福祉委員会 

≪取組み内容≫ 

・サロン活動 

・認知症に関する研修 

・要配慮者想定の避難訓練（車イス支援） 



 男山地域に住む人々誰もが住みなれた地域で安心して
暮らし続けられるよう、住民だけでなく様々な事業所の皆
さんと連携した見守り活動をすすめる。 
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男山あんしんネットワークの構築 
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絆ネット地域懇談会の開催 

≪主な出席者≫ 

・各地域活動者（自治会単位） 

・地域包括支援センター 

・生活情報センター 

・まちの公共員 

・八幡警察署 

・ＵＲ都市機構 

・八幡市 

・社会福祉協議会 

  地域活動者と専門職等関係機関が一同に集まり、取組み
や地域課題の共有を行い、各地域での活動活性化、課題解
決に向けた様々な連携促進を図ることを目的に開催します。 
 



男山団地の 

地域医療福祉拠点化 

(2)多世代が根を張るまちづくりとして、 高齢者が住み慣れた地域で 
住み続けられることを目指した 「地域包括ケア」 の確立 
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 拠点化の進め方に決まった形はありません。地方公共団体、自治会等の地域関

係者と連携・協力しながら、地域の状況に応じて、様々な要素の中から必要なもの

を組み合わせて、住宅・施設・サービス等の整備を推進していきます。男山団地で

は、連携協定に基づき様々な整備が進められている中、ここでは、「エレベーター設

置」と「健康寿命サポート住宅の整備」を紹介します。 
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地域医療福祉拠点化の取組み 



１ 中層エレベーターの設置 

 男山団地をはじめ、昭和４０年代

に建設した郊外団地には、５階建

て・エレベーターなしの住棟が数多くあ

ります。 

 地域医療福祉拠点化を進める団

地における団地内共用部のバリアフ

リー改修について、国からの支援が拡

充されたことを受け、今般、男山団

地の一部の住棟において、エレベー

ター設置を計画しています。 

地域医療福祉拠点化の取組み 
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八幡市地域包括ケア 
複合施設ＹＭＢＴ 

Ｂ42、B44、B45の3棟が対象 

だんだんテラス 
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 後付するエレベーターは、既存の階段室の外側に設置し、２～３階部分と４～５

階部分の階段室の踊場の腰壁を撤去し、そこにエレベーターの出入り口を設置する計

画です。これにより、お住まいの方への工事による影響をできるだけ減らすとともに、設

置後は２～５階にお住まいの方は、半階分の昇降により外出することが可能となりま

す。 

地域医療福祉拠点化の取組み 

階段とエレベータの関係 設置後のイメージ 
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・人感センサー付照明 
・手すりの設置 など 

・またぎ高さを低く設定 
・浴室ヒーターの設置 など 

・段差の軽減 
・多機能便座への変更 など 

地域医療福祉拠点化の取組み 

２ 健康寿命サポート住宅の供給 

 手すりや浴室暖房などを設置する等、高齢者の方の住戸内の安全・安心に配慮し

た「健康寿命サポート住宅」の募集を平成２８年度から開始しました。 



まちの公共員 
(3)地域に活力を呼び戻すまちづくりとして、 

地域及び団地が連携した新しい機能及び活動の導入・確立 

（4）住民が主役となるまちづくりとして、 
地域の多様な活動主体の育成及び活動ステージの確保 
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まちの公共員とは 
●趣旨 
 特定の地域課題に対し地域に定着して多様な主体との協働関係をつくり、 

 社会システムとしての解決策の創出と推進をマネジメント （半公半Ｘ） 
 ※まちの仕事人…市町村の課題解決の取組を支援 
 

●業務イメージ 
 ・ワークショップの開催 

 ・目標、行動計画、グループづくりのための委員会の開催 
 ・地域の人材、資源等を組み合わせた協働事業の実施  等 
 ※まちの仕事人…住民・市町村・府等の総合調整 
 

●配置状況（現在３名） 
 ・八幡市男山地域（だんだんテラスの会）   平成２６年１１月～２９年１０月 

 ・和束町（和束町地域力推進協議会）   平成２６年１１月〜２９年３月 
 ・亀岡市河原林町（河原林町自治会）    平成２７年 ８月～ 
 ・福知山市大江町（大江まちづくり住民協議会） 平成２９年 ９月〜  
 

●男山地域におけるこれまでの活動 
 ・だんだんテラスの企画・運営 
 ・男山やってみよう会議の主宰 38 
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１まち１キャンパス事業 
学生たちが京都府全域をキャンパスとして活動できるよう 
『京都のまるごとキャンパス化』を目指し、支援事業を実施 

 
＜支援事業内容（㉘～）＞ 

①大学・地域連携プロジェクト支援 
②市町村学生受入施設整備支援 

 



１まち１キャンパス事業による支援 
 
●趣旨 

 多くの学生が大学のキャンパスを飛び出し、府内各地で地域をフィールドとした  
活動を経験し、学び、交流する中で成長できる取組みを進め、大学で学ぶことの魅
力をさらに高めるとともに、地域に愛着を持ち地域に貢献する人材を育てることを
目指す。 
 

●㉙府内全体での取組み状況 
 １６の大学・地域連携プログラム（１３大学・１４市町）を採択・支援 
  

●関西大学×八幡市（男山地域）への支援 
 大学が活動地域に拠点を設置、人員を配置し、年間を通じた地域活性化の 
 取組みを実施する理想的なケースとして事業採択（㉘～） 
 ＜支援内容＞ 
 大学・学生の活動環境面をサポート 
 （地域コーディネート活動費用、学生・教員等の移動費用等を支援） 

40 
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だんだんテラスの取組み 
(3)地域に活力を呼び戻すまちづくりとして、 

地域及び団地が連携した新しい機能及び活動の導入・確立 

（4）住民が主役となるまちづくりとして、 
地域の多様な活動主体の育成及び活動ステージの確保 



365日気軽に集まれるだんだんテラス 

開設日 : 平成25年11月16日〜 

運 営 : だんだんテラスの会 

    主に大学院生が常駐  

時 間 : 年中無休（10時-18時） 

住民と学生が恊働で継続した運営をめざす 42 



まちづくり運動体やってみよう会議の開催 

男山やってみよう会議 

○毎月第３土曜日開催 

 自発的・自立的に 

 男山地域のまちづくりに 

 関わりたい市民を公募。 

○開催の狙い 

 日常の場（だんだんテラス）  

 非日常の場（やってみよう） 

 ２つのプラットフォーム  

 で住民活動を支援する。 
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まちづくり運動体やってみよう会議の成果 

 

平成27年 公募メンバ−38名 

平成28年 10チームで活動 

 

平成29年 協働事業を企画  

 各チームの個性を活かし、 

 単独の活動から協働事業を企画。 

 集会所改修や防災イベントの実施を 

 検討する部会を立ち上げた。 

チームが「自立」し独自に活動を展開している。 

44 



交流の場 

朝10時からのラジオ体操 

健康麻雀の会 dang dang BAR 

だんだん朝市 

45 



情報共有の場 

月曜日に開催する「お昼ごはんを食べる会」 

防災に関する情報発信を行う「防災チーム」 八幡地域猫を考える会による「ねこ座談会」 

京都府建築士会による「住まいの相談会」 
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活動の場 

商店会主催の秋祭りでの協働 

毎月８日に開催する手作り市＆フリマ 

毎月1回開催する子ども食堂 

やってみよう会議チームによる会議利用 
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住民アンケートの実施 
今後のだんだんテラスの運営や各種取組の方向性を検討していく上で
の参考とするために、男山地域住民へのアンケート調査を実施 

48 

 調査方法 郵送配布・回収 

 調査時期 平成29年8月中旬～下旬  

 配 布 数 2,000(無作為抽出) 

 回 収 数  634(10/18現在) 

 回 収 率 31.7％ 

調査内容 

 ・取組をどう思っているか、期待すること 
 ・だんだんテラス等、取組の認知度及び必要性 
 ・コミュニティ活動・まちづくり活動への参加意欲 
 ・男山地域に住み続けたいか（住みやすさ） 

年齢 男性 女性 不詳 合計 

10・20代 29 43 1 73 

30代 24 42 1 67 

40代 31 71 3 105 

50代 31 51 3 85 

60代 52 61 7 120 

70歳以上 85 88 10 183 

不詳 0 0 1 1 

合計 252 356 26 634 

認知度 
知っている 

なんとなく知っている 
知らない 
不詳 

再生基本計画 59.5％ 40.5％ 

まちづくり連携協定 50.2％ 49.8％ 

だんだん通信 82.5％ 17.5％ 

住戸タイプ 構成比 

男山団地（賃貸・分譲） 54.4％ 

戸建住宅 35.6％ 

その他集合住宅 9.5％ ※不詳除く 



ココロミタウンの取組み 
（ＵＲ男山団地Ｃ地区） 
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(3)地域に活力を呼び戻すまちづくりとして、 
地域及び団地が連携した新しい機能及び活動の導入・確立 

（4）住民が主役となるまちづくりとして、 
地域の多様な活動主体の育成及び活動ステージの確保 



ココロミタウンプロジェクトの取組み 

必要な時期に自分で住まいに手を加えて、住み続けるこ
とのできるセルフリノベーション特区をＵＲ男山団地内に
新設（愛称：ココロミタウン）。 
 
【ココロミタウンの特徴】 
 ① 申請等により退去時の原状回復義務 
  が免除される特典付の賃貸住宅を供給 
    ⇒平成28年10月15日より特区化 

 
 ② 気軽に取り組める改修サポート体制 
 

住民の皆さんが、住まいながら、日常の暮らしを少し良くする試み
を自ら実施することで、住まいに愛着を持って、長く住み続けたい
まちとなることを目指します。 
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ココロミタウンにおけるサポート体制等 
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専門知識が無くても、改修に踏み出せるようサポー
ト体制等を整備。 

① 京都府建築士会による住まいの相談会 

毎月2回、専門家が無料

相談会を開催。改修の
アドバイスやＵＲへの申
請に係るサポートを実施
しています。 

② だんだんテラスによるＤＩＹ工具貸出し 

365日開設のだんだん

テラスでＤＩＹ工具の貸
し出しを行っています。
道具が既にあるだけで
ハードルがぐっと下が
ります。 

③ 共有の改修事例集（男山リノベカタログ） 

ビフォー・アフターの写
真をカタログにまとめ、
だんだんテラスに設置し
ています。実際に改修事
例が見学可能なモデル
ルームも3部屋あります。 

④ 入居時の負担軽減特典など 

ＤＩＹ指定住宅は入居前
に工事ができるよう3ヶ

月のフリーレント付で
あったり、近居割が併
用可能など、入居時の
特典があります。 



住まいの相談会（京都府建築士会との連携） 
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男山団地、男山地域の住民を対象に、

セルフリノベーション（自主改修）の支援

を目的として実施。 

相談会に来た中から実際に 

セルフリノベーションを行う方も。 

28・29年度「男山秋祭り」では、 

DIYの楽しみを体験できるイベント 

を開催した。 

平成27年度より、毎月２回（第2・4土曜日）開催 



だんだんテラスを拡張しラボ機能が充実 
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セルフリノベーションの促進やものづくりコミュニティの醸成、 

DIY(Do it yourself）の精神を軸にまちづくり活動の拠点を目指す。 

だんだんテラス横の空店舗を活用しラボを開設 



男山地域安心・安全コミュニティ 

創造プロジェクト 
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犯罪・非行防止、消費者被害の未然防止等、
地域の安心・安全対策に係る取組を実施し、 
 

地域内での自治会やＮＰＯ等による地域活動
を活発にし、新しい形の地域創造を目指す。 

男山地域安心・安全コミュニティ 
創造プロジェクトの目的 



  男山地域安心・安全コミュニティ 

  創造プロジェクトの取組状況 
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 ■平成26年２～４月  
 関係者によるワークショップ形式で議論                 
                                     
 ■平成26年５月～     
 ワークショップ形式で意見をもとにそれぞれが 
 実施可能な施策を検討、事業計画を決定・実施 
 
 ■平成27年４月～   
 前年度の取組をベースに、４つの部会を 
   設置し、連携した取組を実施 



４部会の主な取組 
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■特殊詐欺部会 
 被害防止啓発活動、絆ネットと連携した高齢者 
 の見守り活動等 
 
■交通死亡事故部会 
 交通事故防止啓発活動 
 
■万引き・自転車盗部会 
 自転車総合啓発活動 
 
■ＡＥＤによる応急処置部会 
 救命講習、自治会防災訓練でのＡＥＤ訓練 



男山地域安心・安全コミュニティ 
創造プロジェクトの課題 
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■ 京都府等行政主導から住民主体の取組 
   への段階的な転換が必要 
 
■ 男山地区の安心・安全に係る類似の 
   取組（※）との整理が必要 
  
※「男山あんしん・あんぜんステーション」（府民協働防犯 
     ステーション） 
   「絆ネットワーク地域懇談会」 



「府民協働防犯ステーション」の取組 
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府民協働防犯

ステーション

（交番・駐在所）

各活動の

活性化

あらゆる団体を横断する
ネットワークづくり

情報交換・協働活動の場

地域・住民の防犯力向上

自治会

見守り隊・

その他の

ボランティア団体

ＰＴＡ

社会福祉

協議会

防犯推進

委員協議会

学生

ボランティア

学校

警察

行政 地域

ボランティア

企業

対策・改善

犯罪の抑止

交通事故防止

地域情報の集積・発信

規範意識の向上

交番等連絡協議会

○新たな組織を立ち上げ

るのではありません。様々

な既存組織の横断的な

ネットワークが「ステーショ

ン」です。

○参画団体は例示です。

府内全交番・駐在所に

設置済

・交番・駐在所等を核として、地域
の安心・安全に関わる様々な団体
がネットワークを形成 
 
・地域の団体が、警察や行政と 

連携して、防犯、交通安全等地域
の安心・安全について具体的な活
動を検討し課題解決に取り組む 
    
・自主的な活動を継続的に 

行うようリーダー兼事務局長的な
役割を担うステーション・コーディ
ネーターを育成・配置 



男山地域安心・安全コミュニティ 
創造プロジェクトの今後の展開方向 
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■ 趣旨が重なっているため、地域の関係団体、 
   警察、行政が連携して取り組んでいる「男山あんしん・ 
   あんぜんステーション」へ統合 
   
■ プロジェクトで取り組んできた特殊詐欺対策として、   
       絆ネットと連携した高齢者の見守り活動等については、 
       「男山あんしん・あんぜんステーション」と「絆ネットワーク 
      地域懇談会」との連携強化等 
   
■ 「男山あんしん・あんぜんステーション」の取組については、     
    これまで関与が薄かった八幡市が積極的に関与していく。   
   （今後府内のモデルとなるよう取り組む） 
   
■ 他の関係者は、取組について各々の立場で支援を継続 



男山地域の情報発信 

■ だんだんテラス facebook おひさまテラス facebook 

 

■ 八幡市役所 

http://www.city.yawata.kyoto.jp/category/1-23-0-0-0.html 

■ ＵＲ男山団地（特設サイト） 

http://www.ur-net.go.jp/kansai/otokoyama_danchi/ 

■ ＵＲ男山団地（住宅情報） 

https://www.ur-net.go.jp/chintai/kansai/kyoto/80_1840.html 

■ 関西大学戦略的研究基盤団地再編プロジェクト(KSDP内サイト) 

http://www.kansai-u.ac.jp/ordist/ksdp/index.html        

■ 京都府府民力推進課 

http://www.pref.kyoto.jp/chiikiryoku/koukyouin_yawata.html 
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